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会
場
講
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年　　月　　日

氏名

日本貸金業協会会長　殿

貸金業務取扱主任者講習受講申込書
私は、貸金業法第24条の25第2項に規定される講習を受けたいので、次のとおり申し込みます。
フリガナ

フリガナ

氏名

生年月日

郵便番号

住所

電話番号

「受講地」または
「講習会場名」

貸金業務取扱主任者
資格試験に合格した
年月日

※整理番号（記入不要です）
（姓） （名）

1. 明治　2. 大正
3. 昭和　4. 平成　5. 令和 年　　 月　　 日 性別 1. 男　　 2. 女

都  道
府  県

日中連絡先
電話番号
合格証書
番号

講習開催日

講習会場の
予約日 予 約 番 号

　  　　　年　　　月　　  日

年　　　月　　  日

第F

年　　　月　　  日

1. 法第24条の26第1項の登録申請書又は法第24条の28の規定による申請書に旧氏及び名を併せて記載した者については、これらの書類に記載  
   した当該氏名を変更する旨を申請するまでの間、｢氏名｣欄及び表中｢氏名｣欄に当該氏名を括弧書で併記し、又は当該氏名のみを記載するこ  
   とができる。
2. 生年月日欄の元号及び性別欄は、該当する番号に○を付けてください。

【個人申込をされる方へ】
希望受講地、受講会場の予約日及び予約番号は、事前に受講会場の予約を行い、予約結果をご記入ください。
受講会場の予約は、予約した日の翌日から10日間（土日祝日を含む）有効です。受講会場の予約有効期限（当日消印有効）までに受講申込書を簡易書留郵
便で送付してください。受講会場の予約有効期限までに受講申込書の郵送が確認できない場合、予約は取り消されますので予めご了承ください。

【主任者登録更新の申請可能期間簡易チェック表】

12ヵ月より前
12ヵ月前～11ヵ月前
11ヵ月前～10ヵ月前
10ヵ月前～9ヵ月前
9ヵ月前～8ヵ月前
8ヵ月前～7ヵ月前
7ヵ月前～6ヵ月前
6ヵ月前～5ヵ月前
5ヵ月前～4ヵ月前
4ヵ月前～3ヵ月前
3ヵ月前～2ヵ月前
2ヵ月未満

講習開催日が
主任者登録有効期限の

更新申請不可
1日～1ヵ月間
1～2ヵ月間
2～3ヵ月間
3ヵ月間
3ヵ月間
3ヵ月間
2～3ヵ月間
1～2ヵ月間
1日～1ヵ月間
更新申請不可
更新申請不可

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

チェック

更新申請不可
1日～1ヵ月間
1～2ヵ月間
2～3ヵ月間
3～4ヵ月間
4ヵ月間
4ヵ月間
3～4ヵ月間
2～3ヵ月間
1～2ヵ月間
1日～1ヵ月間
更新申請不可

団体申請

更新申請可能期間

個人申請

□　初めて主任者登録を受けます。
　　主任者登録の有効期限が経過しています。

□　現在主任者登録の有効期間内です。（下表でチェック）

D団 体 申 込コード
（Dを含め計8桁）

会 場 予 約コード
（10桁）

任 意 番 号
※団体責任者からの指示がない場合は記入不要

【団体申込をされる方へ】
■以下の内容に同意のうえお申込みください。

■団体責任者から指示された下記項目をご記入ください。

私は、貸金業務取扱主任者講習の受講申込（以下「本申込」といいます。）を所属する団体経由で日本貸金業協会に対して行うにつき、日本貸金業協会
が、私の貸金業務取扱主任者講習の結果に関する情報を所属団体に対し提供することに同意します。なお、本申込に関し生じた紛議については、所属団
体と私の間で解決するものとします。

主任者登録更新の申請可能期間簡易チェック表

【A 払込受付証明書貼付欄】
個人申込の方は、受講料を振込みのうえ、「A払込受付
証明書」原本（コピー不可）を必ず本欄に全面のり付け
してください。
また、上記「個人申込される方へ」のすべての項目が記
入されていることをご確認ください。

※団体申込の方は、貼付の必要はありません。
　左記、「団体申込コード」、「会場予約コード」および
「任意番号」をご記入ください。

現在の主任者登録の有無をチェックし、現在主任者登録を
受けている方は、主任者登録の有効期限および受講予定
講習の開催日から主任者登録更新の申請可能期間を確認
してください。
※受付に際し、協会がこの更新申請可能期間をチェック
することはありません。

主任者登録更新を受けようとする方は、登録更新の申請
手続き（申請書類準備・送付等）に余裕を持つため、当該期
間を2ヵ月以上確保することをおすすめします。

記入は、必ず黒のボールペンをご使用ください。

マンション名、アパート名等は必ず
名称・棟・部屋番号までご記入ください。

個人申込の方は予約時にお伝え
しますので、必ずご記入ください。

団体申込の方は必要事項を
ご記入ください。

個人申込の方は「A 払込受付証明書」原本を
全面のり付けしてください。

フリガナはカタカナでご記入ください。

該当の番号に○印を付けてください。

現住所をご記入ください。

必ず自署してください。

合格証書に記載されて
いる合格年月日および
合格証書番号をご記入
ください。

会場講習用

受講申込書の記入例

修了証明書

氏名          協会　太郎
生年月日　　昭和50年10月10日

この者は、貸金業法第24条の40の規定に基づく講習の課程を修了したことを
証明します。

講習の修了年月日
交 付 年 月 日
修 了 番 号

（ご注意）
1. 主任者登録の申請には、主任者登録の申請の前6ヶ月以内に行われた登録講
習の修了証明書の写しを添付する必要がありますので、本修了証明書により
主任者登録の申請が出来るのは令和25年2月9日（申請書類郵送時の消印有効）
までとなります。

2. 貴殿が主任者登録の更新を受けようとするときは、令和24年10月31日から
令和24年2月9日まで（団体申請は1月9日まで）（申請書類郵送時の消印有効）に
申請を行ってください。

修了証明書の下段に登録申請の可能期限（講習受
講日から6ヵ月間）が記載されていますので、当該期
限を十分ご確認ください。期限を過ぎた場合は、登
録申請できません。

登録更新が可能な方には、更新申請の可能期間が
記載されています。登録申請をされる方は、当該期
間に申請を行ってください。当該期間外の申請は
「更新扱い」にはならず、現在の｢主任者登録番号｣
が新しく変わります。
※更新申請の可能期間の記載がない場合は、登録
更新の申請はできません。
※「団体申請は不可」の場合は、団体申請で更新申
請はできません。

令 和 2 4 年 8 月1 0日
令 和 2 4 年 8 月1 0日
第T 1 2 3 4 5 6 7 8 9 号

お問合せ先

登録講習の修了の認定は、登録講習科目ごとに、知識の確認並びに最新の知識および能力の習得を行った者に対して行
います。

〈〈修了の基準〉〉
各講習科目の全講義時間の出席を原則必要とします。
※遅刻・早退・途中退席等により未受講の時間が合計30分以上ある場合には、出席とみなしません。

修了の認定を受けた受講者には、講習終了後、修了証明書を講習会場で交付いたします。
※希望受講地の変更等がある場合は、修了証明書を当日交付できないことがありますので、予めご了承ください。

〈〈主任者登録の申請〉〉
主任者登録申請には修了証明書の写しを添付する必要があります。
主任者登録の申請は、受講日から６ヵ月以内(登録申請書送付の当日消印有効)に行う必要がありますのでご注意ください。
また主任者登録の更新を受けようとする方は、受講日から６ヵ月以内かつ現主任者登録有効期限の6ヵ月前から3ヵ月前
（登録申請を個人で行う時は2ヵ月前）に行う必要があります。

主任者登録の申請方法については、講習受講当日に主任者登録申請について詳細な説明を記載した「主任者登録の手
引き」を配布しますので、そちらをご確認ください。
※「主任者登録の手引き」は、協会ホームページにも掲載しています。

登録講習に関するお問合せ窓口

TEL：03-6450-3023
9時30分～12時　13時～17時30分（土日祝日を除く）

「更新申請可能期間（日数）とは」参照24 P

7.修了証明書の交付


